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雑
誌
『
歌
舞
伎
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ 

 

～
明
治
の
浮
世
絵
師
落
合
芳
幾
を
中
心
に
～ 

 

菅
原 

真
弓 

 

１
、
は
じ
め
に
：
歌
舞
伎
の
い
わ
ゆ
る
図
示
化
に
つ
い
て 

 

言
う
ま
で
も
な
く
歌
舞
伎
は
演
劇
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
図
示
化
に
あ
た
っ
て
は
、
古
く
か
ら
浮

世
絵
版
画
の「
役
者
絵
」が
担
っ
て
き
た（
図
１
）
。舞
台
上
の
役
者
の
姿
を
描
く
も
の
と
し
て
は
加
え
て
、

直
接
に
舞
台
に
取
材
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
な
が
ら
役
者
を
描
い
た
絵
双
六
や
、
絵
番
付
、
辻
番
付
な

ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。一
方
、歌
舞
伎
は
演
劇
で
あ
る
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
だ
が
、そ
の
筋

書
き
（
正
本１
）
は
、
印
刷
物
な
ど
の
形
で
一
般
に
流
布
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
雑
誌
『
歌
舞
伎
新
報
』
は
、
明
治
１
２
年
（
１
８
７
９
）
２
月
に
創
刊
し
た
日
本
初
の

演
劇
雑
誌
２
で
あ
り
、
同
３
０
年
３
月
の
休
刊
（
廃
刊
）
ま
で
に
公
刊
し
た
冊
数
は
１
６
６
９
冊
。
１
８
年

間
発
行
し
続
け
た
大
部
な
雑
誌
で
あ
り
、
か
つ
、
江
戸
以
来
の
歌
舞
伎
の
図
示
化
（≒
役
者
絵
）
と
、
そ
れ
ま

で
に
文
字
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
歌
舞
伎
の
筋
書
き
と
を
併
せ
て
掲
載
し
た
雑
誌
な
の
で
あ
る
。
本
報
告

書
で
は
、
主
に
こ
の
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル

イ
メ
ー
ジ
を
取
り
上
げ
る
。

ま
た
そ
の
際
、
こ
の
雑
誌
の

表
紙
絵
や
挿
絵
を
中
心
的

に
担
っ
た
浮
世
絵
師
落
合

芳
幾
（
お
ち
あ
い
・
よ
し
い
く 

１

８
３
３
～
１
９
０
４
）
の
画
業
に

つ
い
て
主
に
扱
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

２
、浮
世
絵
師
落
合
芳
幾
と『
歌
舞
伎
新
報
』 

『
歌
舞
伎
新
報
』は
、先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
明
治
１
２
年
（
１
８
７
９
）
２
月
３
日

に
創
刊
し
た
日
本
初
の
演
劇
専
門
雑
誌
で

あ
る
。現
存
資
料
で
は
縦
２
２
．２×

横
１

５
．
０
程
度
の
半
紙
本
の
体
裁
と
な
る
３
。
創
刊
号
の
表
紙（
図
２
）
に
よ
れ
ば
、
発
行
は
歌
舞
伎
新
報
社（
京

橋
区
銀
座
四
丁
目
十
六
番
地
）
、「
新
作
筋
書
」
な
ど
を
載
せ
、「
毎
月
三
号
宛
」
刊
行
す
る
と
謳
っ
て
い
る
。
表

紙
絵
を
手
掛
け
た
の
は
、三
代
目
鳥
居
清
満（
１
８
３
３
～
９
２
）
で
あ
っ
た
。初
期
の
表
紙
絵
は
清
満
に
加
え

て
鳥
居
清
種
（
１
８
３
０
～
９
０
）
や
鳥
居
清
貞
（
１
８
４
４
～
１
９
０
１
）
が
担
当
し
て
い
る
が
、
４
９
号（
明
治
１
２

年
１
２
月
）
の
表
紙
に
初
め
て
、
落
合
芳
幾
が
登
場
す
る
（
図
３
）
。
本
雑
誌
は
、
表
紙
絵
の
他
に
も
挿
絵
や
口

絵
（
１
６
１
３
～
１
６
２
７
号
、
明
治
２
８
年
）
、
そ
し
て
錦
絵
附
録
（
１
６
２
８
～
１
６
６
９
号
、
明
治
２
９
～
３
０
年
）
と
い

っ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
が
掲
載
あ
る
い
は
綴
じ
込
ま
れ
て
い
く
の
だ
が
、そ
の
全
て
を
見
て
い
く
と
、

表
紙
絵
だ
け
で
考
え
て
も
芳
幾
が
担
当
し
た
割
合
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
４
。役
者
絵
を
表
紙
と
し

た
本
雑
誌
の
刊
行
冊
数
は
１
５
７
６
冊
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
芳
幾
が
表
紙
絵
を
担
当
し
た
の
は
１
１
９

１
冊
。
７
５
％
の
割
合
で
表
紙
絵
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
５
。
ち
な
み
に
、
表
紙
絵
を
担

当
し
た
絵
師
た
ち
の
中
に
は
た
と
え
ば
、
歌
川
国
鶴
の
門
人
歌
川
国
松
（
１
８
５
５
～
１
９
４
４
）
や
明
治
の
文

人
高
畠
藍
泉（
三
代
目
柳
亭
種
彦
、１
８
３
８
～
８
５
）

の
息
で
あ
る
兼
彦
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
っ
た
、

現
在
で
は
な
か
な
か
そ
の
作
品
に
お
目
に

か
か
る
機
会
が
少
な
い
絵
師
や
、芳
幾
の
同

門
の
弟
弟
子
月
岡
芳
年
門
下
の
右
田
年
英

（
１
８
６
３
～
１
９
２
５
）
の
名
も
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。 

図１ 東洲斎写楽「三世大谷鬼次の江戸兵衛」 
大判錦絵、寛政6年(1794) 
東京国立博物館蔵、重要文化財 

図2 『歌舞伎新報』創刊号表紙 
明治12年 

図3 『歌舞伎新報』第４９号表紙 
明治12年 
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こ
の
雑
誌
は
、
芳
幾
の
後
半
生
の
い
わ
ば
「
主
戦
場
」
と
な
っ
た
媒
体
な
の
で
あ
る
６
が
、
ま
ず
は
芳
幾

に
つ
い
て
概
観
す
る
。落
合
芳
幾
は
、明
治
期
を
代
表
す
る
浮
世
絵
師
の
一
人
で
あ
る
。幕
末
の
浮
世
絵
師

歌
川
国
芳
（
１
７
９
７
～
１
８
６
１
）
門
下
の
俊
秀
と
し
て
、
同
門
の
月
岡
芳
年
（
１
８
３
９
～
９
２
）
と
並
び
称
さ

れ
た
存
在
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ
た
。 

芳
幾
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
ま
ず
芳
年
と
の
共
作
で
あ
る
「
英
名
二
十
八
衆
句
」
（
慶
応
２
、
３
年
〔
１
８
６

６
、６
７
〕）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
血
み
ど
ろ
絵
」７
の

代
表
的
な
作
例
で
あ
る
か
ら
だ
。ま
た
維
新
後
の
芳
幾
は
、東
京
初
の
日
刊
紙『
東
京
日
日
新
聞
』の
創
刊

（
明
治
５
年〔
１
８
７
２
〕）
に
参
加
し
た
新
聞
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。さ
ら
に
、新
聞
記
事
を
錦
絵
化
し
て
出

版
し
た
新
聞
錦
絵
と
い
う
媒
体
を
創
始
し
、
ま
た
新
聞
の
挿
絵
と
い
う
新
し
い
分
野
を
切
り
拓
い
た
存
在

で
も
あ
る
８
。 

 
 

芳
幾
や
芳
年
の
弟
子
世
代
の
浮
世
絵
師
た
ち
、
た
と
え
ば
芳
年
の
弟
子
水
野
年
方
（
１
８
６
６
～
１
９
０
８
）

や
右
田
年
英
（
１
８
６
３
～
１
９
２
５
）
ら
が
、
発
表
の
媒
体
を
一
枚
も
の
の
錦
絵
か
ら
徐
々
に
新
聞
や
雑
誌
の

挿
絵
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
事
を
思
え
ば
９
、芳
幾
は
明
治
期
以
降
の
浮
世
絵
師
た
ち
の
活
路
を
拓
い
た
存
在

と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
本
雑
誌
も
ま
た
、
浮
世
絵
師
た
ち
の
仕
事
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は

先
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 

し
か
し
芳
幾
は
、
既
に
い
く
つ
か
の
拙
稿
で
述
べ
て
き
た
１
０
よ
う
に
、
同
時
期
の
浮
世
絵
師
た
ち
、
た

と
え
ば
先
に
挙
げ
た
月
岡
芳
年
や
豊
原
国
周
（
１
８
３
５
～
１
９
０
０
）
、
小
林
清
親
（
１
８
４
７
～
１
９
１
５
）
と
較

べ
て
も
な
お
、研
究
蓄
積
は
薄
く
注
目
度
は
低
い
。そ
し
て
残
念
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
個
展
も
開
催
さ
れ
て

お
ら
ず
、画
集
も
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。一
方
、美
術
史
の
分
野
で
は
な
く
、近
代
日
本
の
国
文
学
研
究
、

特
に
明
治
初
期
の
新
聞
や
雑
誌
と
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
な
ど
に
関
す
る
研
究
で
は
、
芳
幾
を
中
心
に

据
え
た
論
考
で
は
な
い
も
の
の
、
し
ば
し
ば
名
前
が
散
見
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
る
１
１
。 

『
東
京
日
日
新
聞
』の
創
刊
に
携
わ
っ
て
以
降
の
芳
幾
は
、新
聞
人
、あ
る
い
は
も
っ
と
広
く
出
版
人
と

し
て
評
価
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。前
述
し
た「
東
京
日
日
新
聞
」錦
絵
に
続
き
、そ
の
翌
年
に
あ
た

る
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
４
月
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
記
者
で
あ
っ
た
高
畠
藍
泉
と
共
に
、
自
ら
社
主
と

な
っ
て
『
平
仮
名
絵
入
新
聞
』
（
同
年
９
月
よ
り
『
東
京
平
仮
名
絵
入
新
聞
』
、
翌
明
治
９
年
３
月
よ
り
『
東
京
絵
入
新
聞
』
と
改

称
）
を
創
刊
し
、
自
ら
挿
絵
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
こ
れ
が
新
聞
に
本
格
的
な
挿
絵
を
入
れ
た
最
初
の
事
例

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
１
２
。
金
属
活
字
の
紙
面
に
挿
絵
の
版
木
を
組
み
込
ん
だ
印
刷
手
法
は
画
期
的
な
も

の
で
あ
っ
た
１
３
。
読
本
や
合
巻
と
い
っ
た
小
説
に
挿
絵
を
描
く
こ
と
は
、
芳
幾
の
前
世
代
の
浮
世
絵
師
た

ち
も
ま
た
大
い
に
手
掛
け
て
い
る
仕
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
芳
幾
に
と
っ
て
新
聞
と
い
う
報
道
媒
体

の
紙
面
に
挿
絵
を
付
す
の
は
、
た
と
え
ば
合
巻
な
ど
の
草
双
紙
の
挿
絵
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
明
治
２
０
年
（
１
８
８
７
）
１
１
月
１
９
日
号
の
『
東
京
絵
入
新
聞
』
の
紙
面
（
図
４
）
を
見
て
み
よ

う
。こ
れ
は「
明
治
一
代
女
」の
名
で
戯
曲
に
も
な
っ
た
毒
婦
花
井
お
梅
の
裁
判
風
景
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
二
段
抜
き
の
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
に
法
廷
の
様
子
と
お
梅
の
半
身
像
が
配
置
さ
れ
る
。
実
際
に
法
廷
で

の
取
材
を
行
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
り
、
描
か
れ
た
お
梅
は
実
在
の
人
物
を
デ
ッ
サ
ン
し
た
と
は
思
え

な
い
、
い
わ
ゆ
る
浮
世
絵
美
人
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
実
際
の
事
件
の
報
道

と
し
て
描
か
れ
た
挿
絵
で
あ
り
、
文
字
の
み
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
も
遥
か
に
読
者
の
興
味
関
心
を
誘
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。 

芳
幾
は
、創
刊
当
初
の
明
治
１
２
年
か
ら
廃
刊
と
な
る
明
治
３
０
年
ま
で
、雑
誌『
歌
舞
伎
新
報
』に
関

わ
り
続
け
た
唯
一
の
絵
師
で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
表
紙
絵
に
加
え
、『
東
京
絵
入
新
聞
』
挿
絵（
図
４
）
と

同
様
の
印
刷
手
法
に
よ
る
挿
絵
、
ま
た
本
雑
誌
刊
行
末
期
に
導
入
さ
れ
た
口
絵
や
附
録
の
錦
絵
な
ど
、
多

岐
に
渡
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
を

手
掛
け
て
い
る
。先
に
挙
げ
た「
東
京

日
日
新
聞
」
の
錦
絵
以
降
は
殆
ど
一

枚
絵
の
錦
絵
作
品
が
な
い
芳
幾
に
と

っ
て
、
本
雑
誌
は
唯
一
と
言
っ
て
よ

い
錦
絵
作
品
の
発
表
の
場
で
あ
り
、

ま
た
出
版
人
と
し
て
の
仕
事
と
し
て

も
代
表
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か

し
あ
ま
り
に
も
大
部
な
た
め
か
、
こ

れ
ま
で
こ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
芳

図4  『東京絵入新聞』明治20年11月19日号紙面  
『ニュースの誕生』東京大学総合資料館、1999年 より転載 
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幾
作
品
に
つ
い
て
、
ま
た
こ
の
雑
誌
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
検
討
し
た
先
行
研
究
は
な
い
。 

 
３
、
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
内
容
と
構
成 

雑
誌
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
創
刊
当
初
の
編
集
主
任
は
、
戯
作
者
、
歌
舞
伎
作
者
で
あ
る
久
保
田
彦
作
（
１

８
４
６
～
９
８
）
１
４
。
創
刊
号
に
は
、
当
時
著
名
の
役
者
た
ち
や
戯
作
者
た
ち
も
祝
辞
を
寄
せ
て
お
り
、
冒
頭

に
は
尾
上
菊
五
郎
（
五
代
目
）
や
市
川
左
団
次
、
市
川
團
十
郎
（
九
代
目
）
ら
六
名
の
役
者
た
ち
が
「
歌
舞
伎
新

報
発
兌
の
御
披
露
」
と
題
し
た
挨
拶
を
記
す
。 

歌
舞
伎
新
報
発
兌
の
御
披
露 

尾
上
菊
五
郎 

市
川
左
団
次 

中
村
仲
蔵 

中
村
宗
十
郎 

岩
井
半
四
郎 

市
川
團
十
郎 

 
 

（
菊
）
そ
も
文
華
開
け
て
よ
り
新
聞
雑
誌
三
十
余
種
新
奇
を
競
ふ
中
に
独
り
劇
場
の
記
事
を
載
る
い

ま
だ
新
紙
を
見
ざ
り
し
に
（
左
）
今
度
好
事
の
君
達
が
歌
舞
伎
と
題
す
新
報
を
爰
に
発
兌
の
挙
あ
る

と
聞
ま
つ
魁
に
六
人
一
座
初
号
へ
顔
を
つ
ん
出
し
て
（
仲
）
老
鶯
の
ほ
ふ
ホ
ケ
今
日
待
つ
甲
斐
あ
り

て
発
行
の
初
音
を
き
い
て
若
が
へ
り
羽
根
を
縮
め
た
秀
鶴
も
此
初
刷
へ
腰
を
伸
し
年
礼
な
ら
ぬ
初
披

露
（
宗
）
扇
は
家
号
の
末
広
が
り
其
刷
高
も
幾
万
枚
数
を
重
ね
て
初
霞
棚
引
く
空
の
幕
内
か
ら
及
ば

ず
な
が
ら
是
か
ら
は
投
書
の
数
へ
組
入
の
（
半
）
三
升
さ
ん
が
お
頼
み
ゆ
え
家
に
伝
へ
る
随
筆
や
故

人
の
遺
書
の
反
故
を
集
め
一
編
ご
と
に
寄
書
の
欄
へ
岩
井
の
水
ぐ
き
は
拙
い
こ
と
ゝ
お
叱
り
な
く

（
団
）
其
編
輯
の
名
に
背
か
ず
南
三
升
や
見
連
を
両
の
翼
と
九
万
里
へ
一
時
に
声
価
を
揚
幕
か
ら
楽

屋
の
あ
な
を
仮
名
垣
翁
流
れ
よ
ど
ま
ぬ
河
竹
瀬
川（
菊
）い
づ
れ
も
当
時
の
顔
揃
ひ（
左
）筆
を
揮
へ

ば
（
仲
）
外
に
敵
な
し
（
宗
）
其
繁
昌
は
（
半
）
私
し
が
保
證
（
団
）
隅
か
ら
す
み
へ
（
菊
）
御
愛
顧

を
お
馴
染
様
へ
（
団
）
ホ
ゝ
敬
白

う
や
ま
つ
て

（
六
人
）
冀
ふ 

※
文
中
（
菊
）
（
左
）
な
ど
と
あ
る
の
は
図
中
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
の
印  

雑
誌
と
い
う
新
し
い
媒
体
１
５
で
、
江
戸
以
来
の
歌
舞
伎
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
感
が

こ
も
っ
た
挨
拶
と
言
え
よ
う
。
歌
舞
伎
業
界
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
毎
月
三
号
の
発
行

予
定
が
早
く
も
７
号
（
明
治
１
２
年
４
月
）
か
ら
は
「
毎
月
五
号
」
、
そ
し
て
７
８
１
号
（
明
治
２
０
年
〔
１
８
８
７
〕

５
月
）
か
ら
は
「
毎
月
十
号
」
刊
行
へ
と
増
加
す
る
。
刊
行
頻
度
の
高
さ
は
す
な
わ
ち
需
要
の
高
さ
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。こ
れ
が「
毎
月
三
号
」の
刊
行
当
初
の
ペ
ー
ス
に
戻
る
の
は
、明
治
２
８
年
８
月
の
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
１
６
１
３
号
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
し
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、
表
紙

デ
ザ
イ
ン
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
の
扱
い
、
そ
し
て
丁
数
（
ペ
ー
ジ
数
）
の
大
幅
増
加
な
ど
を
含
め
た
構
成

も
全
面
的
に
刷
新
し
て
い
る
。
創
刊
か
ら
廃
刊
ま
で
の
月
次
刊
行
冊
数
を
総
観
す
る
１
６
と
、
徐
々
に
刊
行

冊
数
が
増
え
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
最
も
多
い
時
は
月
次
十
三
冊
に
及
ん
で
い
る
（
明
治
１
７
年
１

１
月
、
明
治
１
８
年
５
月
）
。
最
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
の
は
明
治
１
７
年
の
１
２
５
冊
で
、
３
日
間
に
一
冊
の

ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
当
時
が
こ
の
雑
誌
の
最
盛
期
と
言
え
よ
う
。 

し
か
し
、
後
述
す
る
編
集
方
針
の
変
更
が
わ
ざ
わ
い
し
た
の
か
、
明
治
２
７
年
（
１
８
９
４
）
１
０
月
３
０

日
刊
行
の
１
６
０
９
号
を
以
て
一
時
休
刊
し
、翌
２
８
年
３
月
３
日
に
復
刊
。し
か
し
３
月
に
２
冊
、翌
４

月
に
１
冊
刊
行
し
た
後
は
再
び
休
刊
の
憂
き
目
に
あ
う
。
同
年
８
月
２
日
刊
行
の
１
６
１
３
号
か
ら
は
、

表
紙
デ
ザ
イ
ン
や
構
成
な
ど
全
て
を
刷
新
し
て
再
出
発
し
、こ
こ
か
ら
廃
刊
と
な
る
１
６
６
９
号（
第
二
巻
第

六
号
、
明
治
３
０
年
３
月
１
２
日
）
ま
で
の
間
、
創
刊
当
初
に
謳
っ
て
い
た
「
月
次
３
冊
刊
行
」
が
よ
う
や
く
定
着

す
る
。 

創
刊
当
初
の
ペ
ー
ジ
構
成
は
、
表
紙
＋
五
丁
（
全
１
２
頁
）
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
治
２
４
年
１
２
月

刊
行
の
１
３
２
０
号
ま
で
継
続
す
る
。
翌
２
５
年
１
月
刊
行
の
１
３
２
１
号
か
ら
は
表
紙
＋
六
丁
へ
、
そ

し
て
明
治
２
８
年
８
月
刊
行
の
１
６
１
３
号
で
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
際
、
表
紙
＋
二
十
丁
へ
と

大
幅
に
増
ペ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
た
と
え
ば
久
松
座
の
新
築
（
８
号
、
明
治
１
２
年
４
月
）
な
ど

‒ ‒



の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
り
、
新
年
号
な
ど
の
場
合
は
一
時
的
に
丁
を
増
や
す
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

な
お
、
先
に
述
べ
た
明
治
２
８
年
８
月
の
大
規
模
改
変
（
１
６
１
３
号
～
）
に
伴
い
、
創
刊
時
か
ら
発
行
し
て

き
た
歌
舞
伎
新
報
社
に
代
わ
っ
て
玄
鹿
館
が
発
行
社
と
な
る
（
歌
舞
伎
新
報
社
は
編
集
部
局
と
し
て
継
続
）
。 

構
成
や
刊
行
冊
数
な
ど
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
掲
載
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
当
初
は
興
行
予
定
の
演
目
の
筋
書
き（
正
本
）
に
加
え
、「
雑
録
」
と
し
て
劇
界
の
ニ
ュ
ー
ス
を

一
部
載
せ
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
内
容
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
く
に
至
る
。
し
か
し
こ
の
筋
書
き

が
文
字
化
さ
れ
て
公
刊
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、こ
の
雑
誌
の
最
も
大
き
な
価
値
で
あ
っ
た
と
い
う
。「「
歌

舞
伎
の
正
本
」が
容
易
に
は
手
に
入
ら
な
い
状
況
の
な
か
で
、『
歌
舞
伎
新
報
』の
筋
書
は
数
少
な
い〈
読

む
芝
居
〉
と
し
て
の
価
値
を
売
り
物
と
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
７
。
な
お
１
０
７
１
号
（
明
治
２
２
年
１

１
月
）
か
ら
は
連
載
小
説
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
１
８
、
ま
た
明
治
２
５
年
新
年
号
（
１
３
２
１
号
）
か
ら
は
、

歌
舞
伎
に
限
ら
ず「
諸
演
芸
」に
関
す
る
論
説
や
欧
米
諸
作
の
翻
訳
、批
評
な
ど
を
載
せ
る
改
良
を
行
う
と

の
社
告
（
歌
舞
伎
新
報
大
改
良
広
告
）
を
掲
載
し
て
い
る（
図
５
）
。
そ
の
成
果
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
森
鴎

外
の
寄
稿
「

答
そ
れ
が
し
に

某
論

こ
た
ふ
る

劇
評

げ
き
ひ
ょ
う

故

実

書

こ
じ
つ
ろ
ん
じ
る
し
ょ

」
（
１
５
３
７
号
、
明
治
２
７
年
１
月
）
を
挙
げ
る
こ
と 

 

が
で
き
る
１
９
。 

明
治
２
５
年
正
月
（
１
３
２
１
号
）
の
大
規
模
な
編
集
方
針
変
更
は
、
創
刊
以
来
の
編
集
主
任
で
あ
っ
た

久
保
田
彦
作
の
退
社
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
号
か
ら
は
久
保
田
に
代
わ
っ
て
宮
崎
三
昧
、
三
木
竹
二
、

鈴
木
得
知
、
岡
野
碩
が
編
集
担
当
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
１
５
３
８
号
（
明
治
２
７
年
１
月
１
２
日
）
の
社
告

に
は
「
当
春
よ
り
は
従
来
の
社
員
尾
崎
紅
葉
、
岡
野
紫
水
、
山
田
美
妙
、
幸
田
露
伴
、
宮
崎
三
昧
、
三
木

竹
二
、
森
鴎
外
の
他
に
こ
の
度
関
根
黙
庵
其
他
二
人
更
に
入
社
致
し
爾
来
社
務
拡
張
可
仕
心
得
に
御
座

候
」
と
載
る
。
当
初
の
編
集
者
が
戯
作
者
、
歌
舞
伎
作
者
で
あ
っ
た
久
保
田
彦
作
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

こ
こ
に
記
さ
れ
た
編
集
担
当
者
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
江
戸
以
来
の
歌
舞
伎
周
辺
の
人
物
で
は
な

く
、
文
学
者
や
演
劇
評
論
家
た
ち
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
代
の
流
れ
と
言
う
べ
き
な
の
だ
ろ

う
が
、
創
刊
以
来
、
江
戸
の
名
残
り
の
香
を
漂
わ
せ
て
き
た
こ
の
雑
誌
が
、
徐
々
に
近
代
的
な
雑
誌
の
体

裁
を
整
え
て
き
た
結
果
、
廃
刊
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。 

 

４
、
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ 

 

（
１
）
表
紙
デ
ザ
イ
ン 

『
歌
舞
伎
新
報
』
の
当
初
の
表
紙
は
、創
刊
号（
図
２
）
や
芳
幾
が
初
め
て
担
当
し
た
第
４
９
号（
図
３
）
を

見
て
も
わ
か
る
通
り
、右
上
に
冊
子
体
の
枠
を
設
け
て
雑
誌
タ
イ
ト
ル
と
目
次
、右
下
に
は
発
行
者
、左
上

に
号
数
、
そ
し
て
左
下
の
四
角
枠
内
に
役
者
絵
を
配
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
全
面
の
背

景
と
し
て
花
卉
が
描
か
れ
る
。
第
一
号
の
表
紙
は
、
前
述
の
通
り
鳥
居
清
満
（
三
代
目
、
１
８
３
３
～
９
２
）
。
役

者
絵
を
表
紙
と
す
る
形
式
は
一
時
中
止
さ
れ
た
が（
１
３
６
７
～
１
４
０
０
号
、明
治
２
５
年〔
１
８
９
２
〕）断
続
的
に

続
き
、
明
治
２
８
年
（
１
８
９
５
）
３
月
刊
行
の
１
６
１
０
号
ま
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

 
表
紙
ス
タ
イ
ル
は
役
者
絵
表
紙
の
形
式
が
中
断
さ
れ
る
１
３
６
６
号
ま
で
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、
明
治
２
４

年
１
月
刊
行
の
１
２
０
４
号
で
、初
め
て
色
摺
の
表
紙
が
登
場
す
る（
図
６
）。し
か
し
色
数
は
コ
ス
ト
の
問

題
か
ら
か
制
限
さ
れ
概
ね
二
色
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
お
こ
の
号
は
新
年
号
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多

色
刷
り
の
附
録
「
歌
舞
伎
新
報
初
刷
附
録
／
わ
ら
ひ
ぞ
め
」
（
図
７
）
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

図5 『歌舞伎新報』1321号（明治25年）社告 
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継
続
し
て
き
た
役
者
絵
に
よ
る
表
紙
デ
ザ
イ
ン
だ
が
２
０
、

明
治
２
５
年
５
月
刊
行
の
１
３
６
７
号
で
大
々
的
に
変
化
を
遂
げ
（
図
８
）
、
切
り
絵
風
の
蝶
を
あ
し
ら
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
二
色
摺
り
の
意
匠
と
な
る
。
表
紙
に
は
雑
誌
タ
イ
ト
ル
と
号
数
の
み
が
記
さ
れ
、
裏
表
紙

に
目
次
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
よ
り
私
た
ち
が
現
在
思
い
描
く
雑
誌
ら
し
い
体
裁
、
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
表
紙
の
評
判
は
芳
し
く
な
か
っ
た
の
か
、
４
か
月
を
経
た
同
年
９
月
（
１
４
０
１
号

～
）
に
は
再
び
役
者
絵
に
よ
る
表
紙
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
る
。
但
し
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
改
変
に
伴
っ
て

裏
面
に
目
次
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、表
紙
に
記
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
改
変
時
を
踏
襲
し
、表
紙「
絵
」

と
し
て
よ
り
楽
し
め
る
鑑
賞
性
の
獲
得
に
努
め
た
２
１
。
こ
う
し
た
役
者
絵
に
よ
る
表
紙
の
う
ち
、
最
も
華

や
か
な
も
の
は
発
刊
１
５
０
０
号（
明
治
２
６
年
８
月
）
を
記
念
し
た
多
色
刷
り
の
表
紙
で
あ
ろ
う（
図
９
）
。
こ

れ
に
先
立
つ
１
４
９
２
号（
同
年
７
月
）に
は
、末
尾
掲
載
の
社
告
の
中
で
こ
れ
を
大
々
的
に
宣
伝
し
て
い
る
。 

  

（
略
）
第
千
五
百
号
発
行
祝
ひ
の
た
め
そ
の
号
の
紙
上
に
は
こ
の
度
市
川
家
の
承
諾
を
得
て
去
る
三

月 

歌
舞
伎
座
に
て
興
行
せ
し
黒
手
組
助
六
の
本
家
本
元
市
川
家
歌
舞
伎
十
八
番
の
一
花
川
戸
助

六
の
正
本
を
掲
け
表
紙
は
例
の
本
社
の
特
有
極
彩
色
の
似
顔
絵
を
最
も
美
麗
に
摺
立
て
そ
の
他
尚

種
々
の
新
趣
向
を
出
し
可
申
候
（
略
） 

※
傍
線
は
引
用
者
。
な
お
適
宜
自
体
を
改
変
し
た
。 

 
 

こ
の
１
５
０
０
号
以
降
、
し
ば
し
ば
多
色
刷
り
の
役
者
絵
表
紙
を
採
用
し
、
１
０
号
に
１
冊
は
多
色
刷

り
の
表
紙
で
の
刊
行
を
宣
伝
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
の
読
み
物
（
雑
誌
）
の
機
能
に
錦
絵
鑑
賞
の
楽
し

み
を
加
え
た
媒
体
と
し
て
、
こ
の
雑
誌
の
存
続
を
は
か
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
２
２
。 

け
れ
ど
も
、
前
項
で
述
べ
た
編
集
方
針
の
変
更
が
災
い
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
雑
誌
が
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
存
在
と
な
っ
て
き
た
の
か
、
１
６
０
９
号
を
刊
行
し
た
明
治
２
７
年
１
０
月
か
ら
は
半
年
間
の

休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。ま
た
復
刊
し
た
翌
年
３
月
に
１
冊
、４
月
に
１
冊
を
発
行
し
た
後
、再
び
７
月

ま
で
休
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
復
刊
後
の
１
６
１
０
号
（
２
８
年
３
月
）
は
、
満
を
持
し
て
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
表
紙
絵
も
挿
絵
も
多
色
刷
り
の
美
し
い
体
裁
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
お
そ
ら
く

は
失
敗
と
判
断
し
た
か
、
１
６
１
１
号
以
降
は
役
者
絵
に
よ
る
表
紙
を
廃
止
し
、
再
復
刊
の
１
６
１
３
号

（
同
年
８
月
）
か
ら
は
表
紙
を
含
め
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
い
る
。
再
復
刊
号
の
表
紙
（
図
１
０
）
は
、

色
紙
型
に
雑
誌
タ
イ
ト
ル
と
号
数
を
配
し
た
瀟
洒
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、
紙
も
厚
く
な
っ
て
い
る
。
次
項

で
述
べ
る
が
、
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
挿
絵
を
廃
し
て
多
色
刷
り
の
口
絵
を
採
用
し
、
加
え
て
写

真
版
の
挿
図
も
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
明
治
２
９
年
新
年
号
（
１
６
２
８
号
）
か
ら
は
再
び
表
紙
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
し
た
（
図
１
１
）
。
定
式
幕
に
松
を
配
し
、
そ
こ
に
雑
誌
タ
イ
ト
ル
を
記
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
廃
刊

間
近
と
な
っ
た
１
６
６
４
号
（
明
治
３
０
年
新
年
号
）
に
至
っ
て
、
さ
ら
に
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
て
い
る
。

朱
と
緑
の
二
色
刷
り
で
土
坡
に
流
水
、
そ
し
て
四
季
の
草
花
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

図6 落合芳幾『歌舞伎新報』
1204号（明治24年）表紙 
 
図7 落合芳幾『歌舞伎新報』
1204号附録 

図8 『歌舞伎新報』1367号
（明治25年）表紙 
 
図9 落合芳幾『歌舞伎新報』
1500号（明治26年）表紙 

図10 『歌舞伎新報』1613号
（明治28年）表紙 
 
図11 『歌舞伎新報』1628号
（明治29年）表紙 
 
図9 落合芳幾『歌舞伎新報』
1500号（明治26年）表紙 
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（
２
）
挿
絵 

 

歌
舞
伎
の
筋
書
き
を
テ
キ
ス
ト
（
正
本
）
と
し
て
公
刊

す
る
こ
と
が
、
こ
の
雑
誌
の
当
初
か
ら
の
趣
旨
で
あ
っ

た
が
、
た
と
え
ば
江
戸
期
の
読
本
や
合
巻
な
ど
の
読
み

物
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
や
は
り
場
面

を
想
起
で
き
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
が
必
要
と
さ
れ

た
。新
聞
と
い
い
、雑
誌
と
い
い
、当
時
の
読
者
に
と
っ

て
は
、
読
本
や
草
双
紙
の
延
長
線
上
の
存
在
と
し
て
認

識
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
だ
。
挿
絵
は
創
刊
当

初
か
ら
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
が
、
活
字
印
刷
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
の
片
面
、
一
紙
の
半
分
（
半
丁
）
分
を
充
て
て
い

る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
活
字
印
刷
を
す
る
部
分
と
木

版
の
部
分
と
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
に
な
り
、
作
業
効

率
が
は
か
れ
る
手
段
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

芳
幾
描
く
６
７
２
号
の
挿
絵（
図
１
２
）を
見
る
と
、こ
の

原
則
が
打
ち
破
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
活
字

印
刷
と
木
版
挿
絵
が
一
枚
の
紙
面
に
混
在
し
て
い
る
か

ら
だ
。こ
の
よ
う
な
挿
絵
の
展
開
方
法
が
、た
と
え
ば
江

戸
期
の
草
双
紙
に
見
ら
れ
る（
図
１
３
）こ
と
は
誰
も
が
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
芳
幾
が
範
と
し
た
の

は
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
挿
絵
だ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
活
字
印
刷
の
紙
面
で
行
っ
て

い
る
の
は
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
芳
幾
は

自
ら
が
創
刊
し
た
『
平
仮
名
絵
入
新
聞
』
の
創
刊
号
（
明

治
８
年
４
月
１
７
日
）紙
面
に
お
い
て
、既
に
活
字
印
刷
の
紙

面
に
挿
絵
の
版
木
を
組
み
込
ん
だ
と
い
う
（
図
４
）

２
３
。こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
挿
図
は
明
治
２
０
年
の

記
事
と
そ
の
挿
絵
で
あ
る
が
、創
刊
当
時
よ
り
こ

の
よ
う
に
活
字
印
刷
と
木
版
の
挿
絵
の
共
存
に

成
功
し
た
芳
幾
な
ら
ば
、『
歌
舞
伎
新
報
』
の
挿

絵
に
そ
の
技
術
を
援
用
す
る
こ
と
は
容
易
か
っ

た
だ
ろ
う
。
但
し
多
色
刷
り
の
挿
絵
に
関
し
て
は
、
そ
の
例
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
歌
舞
伎
新

報
』は
、極
彩
色
の
錦
絵
を
見
慣
れ
た
読
者
層
へ
の
配
慮
か
ら
か
、か
な
り
早
い
時
期
か
ら
彩
色
の
挿
絵
を

導
入
し
て
お
り
、
最
も
早
い
も
の
で
は
６
５
８
号（
明
治
１
９
年
５
月
）
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
挿
絵
に
加
え
、
た

と
え
ば
新
年
号
に
付
す
附
録
な
ど
に
も
多
色
刷
り
は
用
い
ら
れ
て
い
る（
図
７
）。一
方
、新
技
術
で
あ
っ
た

石
版
画
の
挿
絵
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
早
い
例
で
は
明
治
２
２
年
１
１
月
刊
行
の
１
０
６
５
号
に
は
、

通
常
の
判
サ
イ
ズ
よ
り
も
大
き
な
紙
を
用
い
た
折
り
込
み
と
し
て
歌
舞
伎
座
の
記
事
と
石
版
画
の
挿
図
を

載
せ
て
い
る
（
図
１
４
）
。
歌
舞
伎
座
は
同
年
同
月
２
１
日
の
開
業
を
予
定
し
て
い
た
。 

（
３
）
口
絵
、
附
録
錦
絵 

 
木
版
で
は
な
く
活
字
版
に
な
り
、
木
版
挿
絵
に
加
え
て
新
時
代
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
あ
る
石
版
画
挿
図
を

加
え
た
と
は
言
え
、や
は
り
江
戸
の
草
双
紙
様
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
っ
て
き
た『
歌
舞
伎
新
報
』だ
が
、先

に
も
記
し
た
１
６
１
３
号
（
明
治
２
８
年
８
月
）
の
大
規
模
改
変
後
は
、
２
０
丁
（
４
０
頁
）
構
成
と
変
わ
り
、
本

格
的
な
雑
誌
の
体
裁
を
と
る
に
至
る
。
そ
の
際
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
多
色
摺
版
画
に
よ
る
見
開
き
の
口

図
１
２ 

落
合
芳
幾
『
歌
舞
伎
新
報
』
６
７
２
号
（
明
治
１
９
年
）
挿
絵 

図
１
３ 

『
歌
川
国
貞
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
第
十
一
編
挿
絵
、
天
保
５
年
（
１

８
３
４
）
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
同
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
よ
り
転
載
） 

 

図9  

落
合
芳
幾
『
歌
舞
伎
新
報
』1500

号
（
明
治26

年
）
表
紙 

図14 『歌舞伎新報』第千六十五号折り込み挿絵石版画 明治22年11月 
図15  『歌舞伎新報』第千六百十四号写真挿図（「関の扉」） 明治28年8月 
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絵
や
写
真
版
に
よ
る
挿
図（
図
１
５
）で
あ
り
、さ
ら
に

１
６
２
８
号
（
明
治
２
９
年
１
月
）
以
降
は
附
録
と
し
て

錦
絵
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
当
時
の

錦
絵
の
一
般
的
な
判
型
だ
っ
た
大
判
２
４
よ
り
は
小

さ
い
が
、極
彩
色
の
錦
絵
を
手
軽
に
楽
し
め
る
の
は
、

こ
の
雑
誌
の
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。
近
代
的

な
雑
誌
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
江
戸
以

来
の
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
、
役
者
絵
フ
ァ
ン
を
満
足
さ
せ

ん
と
す
る
、
編
集
側
と
し
て
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。 

 
そ
し
て
口
絵
や
附
録
錦
絵
の
制
作
に
関
し
て
も
、

落
合
芳
幾
が
主
と
な
っ
て
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
明
治
２
８
年
８
月
、
１
６
１
３
号
の
改
変
以

降
導
入
さ
れ
た
口
絵
の
全
て
、
そ
し
て
１
６
２
８
号

以
降
の
錦
絵
附
録
も
七
割
以
上
が
芳
幾
の
筆
に
な
る

も
の
だ
。
１
６
１
３
号
の
体
裁
改
変
時
に
導
入
さ
れ

た
口
絵
は
、
極
彩
色
の
華
麗
な
も
の
で
、
通
常
の
錦

絵
よ
り
も
や
や
厚
み
の
あ
る
紙
に
摺
ら
れ
て
い
る
。

口
絵
導
入
後
初
の
１
６
１
３
号
口
絵
で
は
、
や
や
挿

絵
的
で
場
面
説
明
に
終
始
し
た
絵
柄
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
は
、
場
面
説
明
を
極
力
排
し
、
相
対
す

る
二
人
、
あ
る
い
は
一
人
立
ち
の
役
者
半
身
像
を
画

面
上
に
大
き
く
描
き
出
す
に
至
っ
て
い
る
。 

複
数
枚
続
き
の
画
面
に
、
役
者
の
半
身
像
（
大
首
）

を
大
き
く
描
く
構
図
は
、
芳
幾
と
同
世
代
の
絵
師
、

豊
原
国
周
が
創
始
し
た
も
の
で
あ
る
が
２
５
、
芳
幾
は
こ
れ
に
倣
い
、
冊
子
見
開
き
の
画
面
を
錦
絵
の
二
枚

続
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
特
に
「
市
川
團
十
郎
丈
の
暫
」（
１
６
２
２
号
、明
治
２
８
年
１
１
月
、図
１
６
）
は
摺
り

の
美
し
さ
が
楽
し
め
る
一
図
。
團
十
郎
家
の
家
紋
三
升
紋
を
意
識
し
た
枠
が
施
さ
れ
た
画
中
に
は
、
さ
ら

に
三
升
紋
を
空
摺
で
施
し
、こ
れ
が
地
模
様
に
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
こ
の
上
に
雲
母

き

ら

を
ま
き
、画
面
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
。
暫
を
演
じ
る
團
十
郎
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
短
縮
法
を
用
い
た
斬
新
な
構
図
と
な

っ
て
い
る
。
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
豊
原
国
周
「
歌
舞
伎
十
八
番
之
内 

暫 

市
川
團
十
郎
」（
図
１
７
）
よ

り
も
む
し
ろ
、
計
算
さ
れ
た
構
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
本
号
（
１
６
２
２
号
）
に
は
「
暫
」
の
正
本

が
別
冊
と
し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、刊
行
は
同
年
１
１
月
１
２
日
。本
号
末
尾
に
は
社
告
と
し
て
、こ
の

本
の
宣
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
中
に
表
紙
絵
に
つ
い
て
も「（
略
）上
等
半
紙
石
版
摺
又
表
紙
は
奉

書
に
て
三
升
に
牡
丹
の
彩
色
画
」
と
触
れ
て
い
る
。 

１
６
２
８
号
（
明
治
２
９
年
１
月
）
か
ら
は
「
口
絵
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
錦
絵
附
録
」
と
目
次
に
記
さ
れ

る
彩
色
版
画
２
６
が
付
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
附
録
と
な
っ
た
最
初
の
号
で
あ
る
１
６
２
８
号
で
は
、
そ

れ
ま
で
の
口
絵
の
見
開
き
画
面
に
一
枚
加
え
た
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
次
号
か
ら
は
口
絵
時
代

と
同
一
の
見
開
き
画
面
に
戻
っ
て
い
る
。附
録
錦
絵
も
ま
た
、先
に
述
べ
た
通
り
、芳
幾
の
筆
に
な
る
図
が

七
割
を
超
え
る
２
７
が
、
芳
幾
の
画
業
、
特
に
後
半
生
の
画
業
を
検
討
す
る
上
で
貴
重
な
作
品
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
錦
絵
の
約
半
分
と
い
う
小
さ
な
画
面
で
あ
り
な
が
ら
、
画
面
構
成
に

い
く
つ
か
の
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
雑
誌
の
附
録
錦
絵
の
魅
力
で
も
あ
る
。 

芳
幾
作
品
の
多
く
が
、
説
明
的
な
事
物
を
廃
し
た
無
地
の
背
景
に
役
者
を
一
人
あ
る
い
は
二
人
描
い
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
「
福
岡
貢
（
菊
五
郎
丈
）
お
こ
ん(

栄
三
郎
丈
）
」
（
１
６
４
５
号
、
図
１

８
）
で
は
、
色
紙
型
を
い
く
つ
か
配
置
し
、
そ
の
上
に
役
者
を
描
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
る
。
こ
う
し
た

画
面
構
成
を
取
る
作
品
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
本
図
は
、
淡
彩
で
輪
郭
線
を
廃
し
た
草
花
の

背
景
に
赤
と
緑
の
華
や
か
な
色
紙
型
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
色
紙
の
上
に
人
物
を
別
個
に
描
き
な
が
ら
、
し

か
し
握
り
し
め
た
手
紙
が
二
人
を
つ
な
ぐ
機
知
的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。ま
た「
景
清（
團
十
郎
）」（
１

６
５
９
号
、図
１
９
）
も
興
味
深
い
作
例
で
あ
る
。青
空
を
背
景
に
建
立
中
の
永
福
寺
が
描
か
れ
、そ
の
上
に
紙

図17 豊原国周「歌舞伎十八番之内 暫 市川團十郎」明治28年 京都造形芸術大学    図16『歌舞伎新報』第千六百二十二号口絵 「市川團十郎丈の暫」 明治28年 
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に
描
か
れ
た
景
清
の
図
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
。
編
集
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
用
い
る
レ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
な
画
面

の
構
成
と
言
え
る
。 

 

さ
て
こ
こ
ま
で
雑
誌
『
歌
舞
伎

新
報
』
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
の

変
遷
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
て

き
た
。そ
の
多
く
を
、浮
世
絵
師
落
合

芳
幾
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
既
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。し
か
し
一
方
、

確
実
に
時
は
流
れ
て
お
り
、
附
録
錦

絵
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
芳
幾
の

同
世
代
の
役
者
絵
の
第
一
人
者
で
あ

っ
た
豊
原
国
周
だ
け
で
な
く
、
弟
子

世
代
で
あ
る
右
田
年
英
や
水
野
年
方

（
１
８
６
６
～
１
９
０
８
、
年
英
と
共
に
月
岡
芳

年
門
下
）、そ
し
て
富
岡
永
洗（
１
８
６
４

～
１
９
０
５
）な
ど
が
台
頭
し
て
き
て
い

る
こ
と
も
ま
た
判
明
す
る
２
８
。 

 

４
、
お
わ
り
に 

本
報
告
書
は
、
近
代
演
劇
や
近
代

日
本
文
学
の
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
こ
に
掲
載
さ

れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た『
歌
舞
伎
新
報
』と
い
う
雑
誌
に
つ
い
て
、初
め
て
美
術
史
の
立
場
か
ら
検
討
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
主
た
る
関
心
は
、
創
刊
か
ら
廃
刊
ま
で
の
実
に
１
８
年
の
長
き
に
渡
り
挿
絵
や

口
絵
、そ
し
て
錦
絵
を
描
き
続
け
た
絵
師
落
合
芳
幾
に
あ
っ
た
。今
回
、全
１
６
６
９
冊
の
調
査
を
行
っ
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
芳
幾
の
後
半
生
に
お
け
る
錦
絵
制
作
の
一
端
を
、

紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
大
部
で
あ
っ

た
た
め
、『
歌
舞
伎
新
報
』掲
載
の
挿
絵
、
口
絵
、附
録
錦
絵
群
を
概
観
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
も
否
め

な
い
。
同
時
期
に
同
一
の
演
目
に
取
材
し
た
錦
絵
と
の
比
較
も
具
体
的
に
は
行
え
て
い
な
い
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。 

一
方
で
、今
回
、こ
の
雑
誌
の
調
査
を
行
う
途
上
で
、日
本
近
代
に
お
け
る
雑
誌
媒
体
の
草
創
期
の
状
況

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、非
常
に
意
味
深
い
も
の
と
な
っ
た
。現
在
、我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

「
雑
誌
」
に
な
る
以
前
の
様
相
を
、
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
変
化
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ

る
。日
本
近
代
の
新
聞
、雑
誌
に
お
け
る
挿
絵
文
化
の
中
で
、多
色
摺
木
版
の
口
絵
が
登
場
す
る
の
は
、明

治
２
０
年
代
後
半
、
主
に
３
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
と
い
う
２
９
。
一
方
、
『
歌
舞
伎
新
報
』

に
初
め
て
多
色
摺
り
の
挿
絵（
半
丁
、す
な
わ
ち
１
頁
分
）
が
登
場
す
る
の
は
、
明
治
１
９
年（
１
８
８
６
）
７
月（
６

８
２
号
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
て
み
る
と
こ
の『
歌
舞
伎
新
報
』と
い
う
雑
誌
は
、近
代
の
口
絵
文
化
を
先

取
り
す
る
存
在
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

（
す
が
わ
ら
・
ま
ゆ
み 

文
学
研
究
科
ア
ジ
ア
都
市
文
化
学
専
攻
） 

     

付
記 

本
報
告
書
に
掲
載
し
た
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
図
版
は
す
べ
て
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
本
報
告
書
は
、
拙
稿
「
落
合
芳
幾
の
役
者
絵
研
究
―
『
歌
舞
伎
新
報
』
所
載
の
表
紙
絵
、
挿
絵
、
口
絵
を
中
心
に
」
（
『
名
古

屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
３
９
巻
、
２
０
１
８
年
３
月
）
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
一
部
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

図 19 『歌舞伎新報』第千六百五十九号錦絵 芳幾「景清（團十郎）」明治 29年    図 18『歌舞伎新報』第千六百四十五号錦絵附録 「福岡貢（菊五郎丈）おこん(栄三郎
丈）」明治29年 

‒ ‒



１ 
正
本
と
は
「
歌
舞
伎
上
演
用
の
テ
キ
ス
ト
。
台
本
。
脚
本
。
」
『
広
辞
苑
』
第
三
版 

岩
波
書
店
、
１
９
８
３
年 

２ 

廃
姓
（
宮
武
）
外
骨
「
明
治
雑
誌
年
表
」
明
治
文
化
研
究
会
編
『
明
治
文
化
全
集
』
第
十
九
巻 

雑
誌
篇
、
日
本
評
論
社
、
１
９
９
２
年

（
復
刻
版
） 

３ 

雑
誌
『
歌
舞
伎
新
報
』
は
、
現
在
で
も
雑
誌
の
体
裁
の
ま
ま
（
一
部
合
本
あ
り
）
大
学
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
扱
う
の

は
京
都
造
形
芸
術
大
学
芸
術
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
所
蔵
本
で
あ
る
。
な
お
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
に
て
『
歌
舞
伎
新
報
』
全

冊
を
購
入
し
、
本
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
。 

榊
原
貴
教
編
『
明
治
初
期
文
学
雑
誌
集
成
１ 

戯
作
・
歌
舞
伎
編
』
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）
、
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
１
９
９
３
年 

４ 

拙
稿
「
落
合
芳
幾
の
役
者
絵
研
究
―
『
歌
舞
伎
新
報
』
所
載
の
表
紙
絵
、
挿
絵
、
口
絵
を
中
心
に
」
（
『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』

第
３
９
巻
、
２
０
１
８
年
３
月
）
に
は
、
本
雑
誌
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
（
表
紙
絵
、
挿
絵
、
口
絵
、
錦
絵
附
録
）
を
担
当
し
た
絵
師
た

ち
の
一
覧
を
資
料
化
し
て
い
る
。 

５ 

創
刊
号
か
ら
１
６
１
０
号
ま
で
続
い
た
役
者
絵
を
表
紙
と
す
る
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
本
文
中
に
記
し
た
通
り
、
一
時
（
１
３
６
７
～
１
４
０
０

号
）
中
断
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
省
く
と
１
５
７
６
冊
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
２
９
１
冊
は
表
紙
絵
に
款
記
が
な
い
た
め
、
表
紙
絵
作

者
が
判
明
す
る
の
は
１
２
８
５
冊
。
無
款
の
表
紙
を
除
い
て
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
、
芳
幾
が
担
当
し
た
割
合
は
９
２
．
６
％
と
な
る
。 

６ 

『
歌
舞
伎
新
報
』
に
芳
幾
が
描
い
た
役
者
絵
を
評
価
し
た
初
出
文
献
は
、
荘
逸
楼
主
人
「
落
合
芳
幾
」
（
『
浮
世
絵
』
９
号
、
１
９
１
６

年
）
で
あ
る
。
ま
た
近
年
に
お
け
る
最
も
充
実
し
た
芳
幾
研
究
で
あ
る
岡
本
祐
美
「
落
合
芳
幾
～
そ
の
人
と
画
業
～
」
（
『
北
海
道
教
育
大

学
紀
要
』
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
第
５
３
巻
第
２
号
、
２
０
０
３
年
）
は
、
芳
幾
の
重
要
か
つ
評
価
す
べ
き
仕
事
と
し
て
、
『
歌
舞

伎
新
報
』
に
描
い
た
役
者
絵
作
品
群
を
挙
げ
て
い
る
。 

７ 

血
み
ど
ろ
絵
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
血
み
ど
ろ
絵
」
考
」
（
『GENESIS
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
研
究
紀
要
）
』
１
２
号
、
２
０
０

８
年
）
お
よ
び
拙
稿
「
虚
構
か
ら
現
実
へ
の
階
梯
―
月
岡
芳
年
「
血
み
ど
ろ
絵
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
（
『
浮
世
絵
版
画
の
十
九
世
紀 

風
景

の
字
間
、
歴
史
の
空
間
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
２
０
０
９
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

８ 

芳
幾
が
参
加
し
た
『
東
京
日
日
新
聞
』
と
新
聞
錦
絵
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
「
落
合
芳
幾
研
究
―
「
東
京
日
日
新
聞
」
錦
絵
を
中
心
に
」

（
『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
３
８
巻
、
２
０
１
７
年
）
で
記
し
て
い
る
。 

９ 

水
野
年
方
と
そ
の
門
下
に
つ
い
て
は
、
岩
切
信
一
郎
「
水
野
年
方
と
そ
の
門
下
」
（
『
近
代
画
説
』
９
号
、
明
治
美
術
学
会
、
２
０
０
０
年
）

に
、
右
田
年
英
と
そ
の
門
下
に
つ
い
て
は
松
本
品
子
『
挿
絵
画
家
英
朋
―
鰭
崎
英
朋
伝
』
（
ス
カ
イ
ド
ア
、
２
０
０
１
年
）
に
詳
し
い
。 

１
０ 

拙
稿
「
浮
世
絵
師
・
落
合
芳
幾
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『GENESIS

』
２
０
号
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
２
０
１
６
年 

 

拙
稿
「
落
合
芳
幾
研
究
―
「
東
京
日
日
新
聞
」
錦
絵
を
中
心
に
」
（
註
８
） 

１
１ 

た
と
え
ば
本
田
康
雄
「
草
双
紙
合
巻
か
ら
新
聞
小
説
へ
―
開
化
期
文
化
の
底
流
―
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
１
４
号
、
１
９
８

８
年
）
や
、
越
後
敬
子
「
其
角
堂
永
機
の
交
友
圏
―
細
木
香
以
を
中
心
に
―
」
（
『
実
践
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
３
３
号
、
２
０
１
２
年
）
な

ど
、
明
治
期
の
新
聞
雑
誌
と
戯
作
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
論
文
に
、
芳
幾
の
名
前
が
見
い
だ
せ
る
。 

１
２ 

荘
逸
楼
主
人
「
落
合
芳
幾
」
（
註
６
）
は
「
そ
れ
よ
り
功
績
の
大
な
る
は
明
治
八
年
同
志
と
共
に
東
京
絵
入
新
聞
を
興
し
て
、
新
聞
に
挿

絵
を
創
始
し
た
一
事
は
大
に
特
筆
す
べ
き
事
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
。 

１
３ 

小
野
忠
重
『
版
画
―
近
代
日
本
の
自
画
像
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
４
１
１
）
、
１
９
６
１
年 

１
４ 

久
保
田
彦
作
は
明
治
初
期
の
戯
作
者
、
歌
舞
伎
作
者
。
「
５
代
尾
上
菊
五
郎
付
き
作
者
を
へ
て,

河
竹
黙
阿
弥
に
師
事
。
明
治
１
１
年
戯
作

「
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
」
を
刊
行
。
１
２
年
「
歌
舞
伎
新
報
」
主
筆
。
２
２
年
東
京
歌
舞
伎
座
の
創
立
に
と
も
な
い
立
作
者
と
な
る
が,

９
代
市

川
団
十
郎,

福
地
桜
痴
と
不
和
の
た
め
不
遇
に
お
わ
っ
た
。
明
治
３
１
年
１
月
３
日
死
去
。
５
３
歳
。
通
称
は
竹
柴
幸
次,

村
岡
幸
次
。
号
は
村

柑
子
。
」
『
デ
ジ
タ
ル
版 

日
本
人
名
大
事
典
』 

代
表
作
で
あ
る
「
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
」
に
つ
い
て
はRatcliff Christian

「
明
治
前
期
に
お
け
る
「
近
代
文
学
」
と
「
近
代
の
文
学
」
の
相

違
―
久
保
田
彦
作
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
考
」
（
『
人
文
研
究
』
１
６
６
号
、
神
奈
川
大
学
、
２
０
０
８
年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。 

１
５ 

日
本
初
の
雑
誌
は
慶
應
三
年
（
１
８
６
７
）
十
月
創
刊
の
『
西
洋
雑
誌
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
翌
々
年
の
明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
十

月
に
は
廃
刊
。
宮
武
外
骨
「
明
治
雑
誌
年
表
」
（
註
２
） 

外
骨
は
こ
こ
に
「
本
邦
雑
誌
ノ
祖
」
と
記
し
て
い
る
。 

１
６ 

拙
稿
「
落
合
芳
幾
の
役
者
絵
研
究
―
『
歌
舞
伎
新
報
』
所
載
の
表
紙
絵
、
挿
絵
、
口
絵
を
中
心
に
」
（
註
４
）
に
は
、
月
次
刊
行
冊
数
と

そ
の
号
数
を
記
し
た
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。 

１
７ 

矢
内
賢
二
『
明
治
の
歌
舞
伎
と
出
版
メ
デ
ィ
ア
』
ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
１
１
年 

加
え
て
矢
内
氏
は
、
こ
う
し
た
事
が
可
能
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
「
狂
言
作
者
竹
柴
幸
治
こ
と
久
保
田
彦
作
を
編
集
者
と
し
て
要
し
て
い
た
と

い
う
「
内
縁
」
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（
同
書
）
。 

１
８ 

條
野
採
菊
『
千
金
の
涙
』
。
同
誌
１
０
７
１
～
７
５
、
１
０
７
７
、
１
０
７
９
～
８
２
、
１
０
８
５
、
１
０
８
６
、
１
０
８
８
、
１
０
９

０
、
１
０
９
１
、
１
０
９
３
、
１
０
９
４
、
１
０
９
８
、
１
１
０
０
、
１
１
０
３
、
１
１
０
７
号
に
掲
載
。
１
１
０
７
号
に
「
次
号
」
と
あ
る

が
、
そ
れ
以
降
連
載
し
て
お
ら
ず
未
完
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
挿
絵
は
水
野
年
方
。
年
方
は
採
菊
の
息
、
鏑
木
清
方
の
師
で
あ
っ
た
。 

１
９ 

こ
の
論
説
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
な
い
が
、
森
鴎
外
と
『
歌
舞
伎
新
報
』
に
つ
い
て
は
、
目
野
由
希
「
鷗
外
「
百
物
語
」
と
『
歌
舞
伎
新

報
』
」
（
『
鴎
外
』
９
１
号
、
森
鴎
外
記
念
会
、
２
０
１
２
年
）
が
あ
る
。 

２
０ 

但
し
１
３
４
４
号
（
明
治
２
５
年
３
月
）
よ
り
１
３
５
３
号
（
同
４
月
）
ま
で
、
表
紙
絵
デ
ザ
イ
ン
が
一
部
変
化
す
る
。
上
の
欄
（
枠
）

に
和
歌
を
記
し
た
り
、
風
景
表
現
を
付
す
。
１
３
５
４
号
よ
り
ま
た
以
前
の
形
に
戻
る
。 

２
１ 

役
者
絵
表
紙
の
復
活
に
あ
た
っ
て
は
、
企
画
性
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
復
活
後
の
１
４
０
１
号
か
ら
１
４
０
９
号
ま

で
は
「
俳
優
名
家
代
々
鑑
」
と
題
し
て
、
初
代
か
ら
当
代
（
九
代
目
）
の
市
川
團
十
郎
像
を
表
紙
と
し
た
。
そ
の
後
も
断
続
的
に
「
俳
優
名
家

代
々
鑑
」
は
続
き
、
１
４
１
５
号
～
１
４
２
１
号
ま
で
は
中
村
歌
右
衛
門
、
１
４
２
７
号
～
１
４
３
２
号
ま
で
は
尾
上
菊
五
郎
の
代
々
肖
像
を

取
り
上
げ
て
い
る
。 

２
２ 

１
５
２
１
号
（
明
治
２
６
年
１
１
月
）
に
は
再
び
多
色
刷
り
の
表
紙
絵
を
以
て
刊
行
し
、
明
治
２
７
年
正
月
号
（
１
５
３
７
号
）
に
は
多

色
刷
り
の
附
録
を
付
す
。
ま
た
１
５
５
０
号
の
社
告
に
は
「
例
の
彩
色
似
顔
畫
表
紙
を
以
て
」
と
宣
伝
し
、
１
５
５
１
号
（
同
年
２
月
）
、
１

５
６
１
号
（
同
年
３
月
）
の
表
紙
を
多
色
刷
り
に
す
る
と
告
げ
て
い
る
。
但
し
１
５
６
１
号
の
表
紙
は
多
色
刷
り
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
、

１
５
０
０
号
以
前
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
新
年
号
の
附
録
双
六
（
７
３
６
号
、
明
治
２
０
年
）
や
三
世
中
村
仲
蔵
追
悼
の
記
事
を
載
せ
た
６

８
２
号
挿
絵
（
明
治
１
９
年
）
な
ど
、
多
色
刷
り
印
刷
の
絵
は
雑
誌
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。 

２
３ 

本
田
康
雄
「
草
双
紙
合
巻
か
ら
新
聞
小
説
へ
―
開
化
期
文
化
の
底
流
」
（
註
１
１
） 

２
４ 

十
九
世
紀
以
降
の
浮
世
絵
版
画
に
お
け
る
一
般
的
な
判
型
は
大
判
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
３
８
セ
ン
チ×

２
７
セ
ン
チ
程
度
の
サ

イ
ズ
で
あ
る
。
現
在
の
Ｂ
４
サ
イ
ズ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。 

拙
稿
「
版
画
の
サ
イ
ズ
、
制
作
年
を
読
む
」
小
林
忠
編
『
別
冊
太
陽 

浮
世
絵
師
列
伝
』
平
凡
社
、
２
０
０
６
年 

２
５ 

小
島
烏
水
「
豊
原
國
周
評
傳
」
同
『
江
戸
末
期
の
浮
世
繪
』
所
収
、
梓
書
房
、
１
９
３
１
年 

２
６ 
但
し
目
次
を
確
認
す
る
と
、
１
６
５
８
号
目
次
に
は
「
口
絵
」
、
続
く
１
６
５
９
号
以
降
は
「
錦
絵
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

２
７ 
註
４
を
参
照
。 

２
８ 
註
４
を
参
照
。 

２
９ 

青
木
茂
「
明
治
期
挿
絵
美
術
の
素
描
」
『
美
学
・
美
術
史
学
科
報
』
２
４
号
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
、
１
９
９
６
年 

                                        

          

 

‒ ‒



﹁
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
研
究
﹂
成
果
報
告
書

﹃
伝
統
芸
能
の
近
代
化
と
メ
デ
ィ
ア
環
境
﹄

平
成
三
⼗
年
三
⽉
三
⼗
⼀
⽇
発
⾏

編
集

久
堀
裕
朗

発
⾏

⼤
阪
市
⽴
⼤
学
⼤
学
院
⽂
学
研
究
科

都
市
⽂
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
五
五
⼋
︱
⼋
五
⼋
五

⼤
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
︱
三
︱
⼀
三
⼋

電
話
〇
六
︱
六
六
〇
五
︱
三
⼀
⼀
四

印
刷

博
進
印
刷
株
式
会
社

〒
五
五
九
︱
〇
〇
〇
⼆

⼤
阪
市
住
之
江
区
浜
⼝
東
⼆
︱
七
︱
⼆
四
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